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ぺJl一議話器I~盤n臨して

ベノレ~.・ 1 5世紀から 16 世紀にかけて栄えたインカ帝国。 2000~3000mの

アンデスの山中にあって豪著な文明を築いていた。その文明を今に残す遺跡に空中

にポッカリと浮かぶ都市マチュ=ピチュがある。天空の域ラピュタのモデルとなっ

たその遺跡がなぜ建設されたのか定説はなく今だ議論中とのこと。また、南海岸に

は見事な幾何学模様が描かれたあの有名な地上絵で知られている古代のナスカ文

化J 空からでなければその形を認識できないほど巨大で精巧な地上絵がどんな目的

で、どのようにして措かれたのであろうか・， ? 私には神秘的な響きをもっ“ベ

ノレー"である。

そのベノレーから愛媛大学!こ留学生として 3年前に来られたレオニダス=ハンコ

さん(通称、レオさん)が昨年 12月に日本人女性と結婚された。スペイン語が堪能

で私達と一緒にアラピア誌を勉強していたS嬢である。ご結婚のささやかなお祝い

を兼ね、ベルーのお話を是非聞かせていただきたいと林さん宅にお招きし食事を共

にさせてし、たi~~¥た。ティティカカ湖やマチュコピチュで撮った写真やいろいろな

民芸品を見せてし、ただいたり、興味深いお話を聞かせていただいたりしながらベノル

ーの雰囲気に追ったひとときだった。民芸品の一つにマラカスのような楽器があっ

た。中に何が入っているのかとても柔らかで透明感のある響きに驚かされた。また

雨の音を再現するという筒状の楽器もあり、日本の雨晋とは違った乾いた感じを醸

Tιむl，'i1J ¥'1ν 
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レオさんの生まれ故郷は、世界で、最も標高の高い所に位置するティティカカ湖の

すぐ西にあるフリアカという都市である。周囲を fmOO~6000m級の ÙJ(こ囲まれた

その都市の標高は約 3800mo 富士山よりも高くその近くにはアマゾンハ!の源流地

域がある。 s嬢はレオさんと共に 3月末から 6月にかけて故郷を訪れ、レオさんの

ご実家で生活をともにされた。日本からアメリカ経由で詩都リマまで丸一日。それ

から 18時間かけてパスでブリアカに向かう。もちろんリマからフリアカまでの飛

行機もあるが、平地に慕らしていた S壌が約 3000mの高度差をわずか 2，3時間

で順応するのは不可能なため、ゆっくりと 18時間かけて行ったそうである。南半

球なので冬に向かう時期、しかも高地とあって気温は氷点下 10口ほどまで下がる

こともあり、おまけに石造りの家には暖房設備が整っていないとしづ O 家の中でも

ダウンのコートをはおり毛糸の帽子が手放せないそうであるつまた酸素が薄く気圧

が低いため彼女は高山病で体調をくずし、しばらく寝込んだ時期もあったそうだ。
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レオさんはしみじみと“彼女には大変な患いをさせてしまった刀と穫しい眼差しを

S嬢に向けていたこ

高地は氷点下でも平地は熱帯地域。食べ物はマンゴやパパイヤなど熱需産の果物

が豊富でまたアンデス特産の果物もあるそうだ。豆類やとうもろこしも様々な種類

のものがあり、またティティカカ湖で捕れる魚、そして!有と食文化はバラエティー

に富んでいるようだ。いつかレオさんにベルー料理を作、っていただける機会がある

かもと期待している。

さてベルーでささやかな結婚の披露パーティーでは、ペノレーの民族衣装に身を包

み髪はつけ髪をして腰ほどまでの三つ編みをされたそうである。スカートはしっか

りとした生地の物を 5枚重ね着し、頭には帽子をかぶりその下から長い三つ編みが

垂れていてさぞかわいい S嬢だ、ったことでしょう cベルーの毛糸の帽子をたくさん

見せていただいたが、アルパカの毛糸での手編みの物で赤・青・繰など色とりどり

の毛糸で編んだものや内・グレー・黒・茶色などアルパカの自然の毛の色を生かし

て編んだ物など、どれもとても暖かそうで素的だった。日本人男性がかぶると違和

j惑を覚えてしまし、そうな色鮮やかな照子もレオさんがかぶると上く似合うのが不

思議。アルパカはアンデス山中に生息する動物だが、その大きさや格好からシカの

仲間かと思いきや、なんとラクダ科に属するそうだ。

ベルーでは 1月はお祭りの月。約 l週間人々は仕事から離れし、仲間とともに飲み

明かしお祭り気分一一色になるのだそうだ。ベルーでは.食べながら飲んだりはしないο

あらかじめ食べたあとはひたすら飲むらしく、それがベルーの飲み方らしい。寒い

時期しか知らない S壌にレオさんは“今度は暖かくてこんなお祭りの時期にまた行

こう"と声を掛けていた。音楽;士、アンデス地方では6コンドノレは飛んでいく Jに代表

されるブオルクローレ、都会ではスベイン系のラテン音楽など地域によって様々な

種類の音楽があるそうだ。長さの違う竹のような物を合わせて作られている民族楽

器で奏でられる 4コンドノレ・ J は本当lこJ亡、の奥深く浸み入ってくるに違いない。

政治に関する話では、現大統領はなんと国民の支持率6<?らでなお政権を維持でき

ているのが不思議だと言われていたコ権力を握るとどうしても私利私欲に走ってし

まうのが権力者の常らしい。かつてのフジモリ大統領は問題を担えながらもテロの

根絶・道路の整備などその業績は今でも多くの留民に評価されており、帰還を望ま

れているとのととだ、った。

お二人のお話に耳を傾げながら、神秘的で未知なる国ィペノシ，が、少しだけ身近

に感じられたのは、私だけで、はなかったことでしょう。日本語教育に深く関わって

おられる林さんのおかげで¥草の根的国際交流ができ感謝している。 (R.H)

2 



轟括購鶴市荷額う

向鑑21璽璃鶴市議室寵1fIj告電鍵醸して~

1 2月 14日、東温市役所へ足を運んだ3 庁舎へ行くのは 9月 17巨以来であ

る。重信町から東温市へ変わったものの、まだ実感はなかった。そんななか、第

2回東温市議会定例会を棲聴したり

理事者側の席には、高須賀新市長をはじめ 29名が並ぶ。新議員の数 (24名)

より多い。定員 28名の傍聴席もほぼ満席。東議市議会初の一般質問とあって

1 3名が質問に立つ心 1つの質問に集中する議員あり、 1 2項目に亘る議員あ

り、質問内容も多岐に亘る。

東j昆市のまちづくりについて、新市長は「合併協議会で作成した新市建設計!両

に基づき 7つの柱を設け政策を展開していく G そのためには、住民の参加が不可

欠であり、女性の参画、各種委員会の公募制の導入など、また地域・学校が一体

となって心の教育にも力を注ぎたしリとそのー端を述べたり

災害(台風@地震)、防災、過疎、福祉対策などについて撞数の議員の質問が

あり、間心の高さが窺え

最近高校生だけで、なく、ノト rr学牛4 についても学力低下が言われているなか、

大西佐子議員は、朝食に関するアンケートをもとに食育の重要性を説き、①食教

育の今後の取り組み、②地元産導入増加の具体策、③地場産給食は農政担当課の

仕事(ではないか)、について質問をした。「現在、重信地域の学校給食では、来

(こしひかり)、たまねぎ、豆腐、味噌、いちごなどは地元産が使われていて、

今後}I!内地域でも川内産あきたこまちを債うようにするG その他の事項について

は、教育委員会 'PTA'jA等関係機関と相談し意見を開きながら推進してい

きたしリという A

また、佐藤書兼議員は、学校給食センター建設につL〆、て質問し、強く自校方式

を主張した。確かに新市建設計画では、“公共的施設の総合整備"の中に“学校

給食センタ一円が入っている。行政側は「自校方式にすると 6'""'--'7箇所の設置が

必要となり非効率的だから、センターを作るのがi"¥ 1;リという。しかしセンター

建設には 11億円余もかかるとしづ。管理する側の考えが優先された結果が、特

に教育の場でよくない方向に進んで、いるように思えてならない。

接部伸二議員l士、自然観察会の実施と市民協働について質問した。①本市でも、

五十崎に学んで白然 watchingの実癒を、②市内のボランティアグループ・市民

q 
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団体との協働の場を、と主張した。「自然観察会については、被数の課でそれぞ

れ環境読本の発行・キッズ ISO'ふるさと再発見筈々を実施しているが、大人

を対象とした企画も考えてみたしリ、「ボランティアグループ。については、全ては

把握していないが、今後情報交換、意見を開くことを検討する」との答弁だったの

生憎午前中 2時間半の傍聴で8名の質問を開くに留まったが、直接議会に出向

いてとれからの新しい東温市づくりに関わる生の声を開き、「東温市j を少し実

惑できた。

選挙前に“たかすか功を囲む懇談会"で市長が主張していた、前例踏襲主義を

脱却すること、行政のスリム化・効率化と徹底した職員の意識改革をする、この

ことを是非とも実現していただきたいc そうすれば、議会でひな壇に並ぶ理事者

の数もへるのでは。 ρ

また市長i土、「まちづくりの主役はあくまでも市民。主体的、能動的なパワー・

行動こそがまち-::lくりの最大のエネルギーだ」という。私たち住民もまず、市議

会を傍聴し、東温市づくりの生の部分に立ち会うことが大変重要なことだと思う。

そのために、議会の傍聴席、もっと広く、出入りしやすくならないものかと。

(S . K) 
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台
風
幻
・
お
号
に
よ
る
災

害
復
旧
霊
童
二
億
七
千
六

百
二
十
万
円
を
計
上
。
新
規

事
業
に
は
、
田
川
内
役
場
の

本
館
手
撤
去
し
、
別
館
を
川

内
支
所
と
し
て
改
修
す
る
工

事
設
計
委
託
料
百
五
十
万
円

と
、
耐
震
化
と
全
面
改
修
の

た
め
拝
志
小
学
校
体
育
館
を

大
規
模
改
造
す
る
工
事
設
計

委
託
料
三
百
万
円
を
盛
り
込

ん
だ
。こ

の
ほ
か
旧
町
か
ら
の
継

続
事
業
は
マ
公
民
館
や
病
院

と
市
役
所
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー

で
結
ぶ
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
基
盤
施
設
整
備
工
事
請
負

費
三
億
七
百
三
十
四
万
円
マ

重
信
中
学
校
舎
大
規
模
改
造

工
事
請
負
費
三
億
九
千
六
百

万
円
ー
な
ど
。

。

明 次二日二会
.a 10の臼か月運東
墨田通間ら定営温

号本日嘉手製重轟
14会 め一会会会
臼議 た日のをは

( 。ま日開三
同提 詳で程き日

こ霊 程字字千手
告 21日(般
、 日 総 質

奪套22号
議教業15
(、建日

重差管委
長 ) マ 員

報 マ 16会

叩
日
か
ら
ロ
日
関

東
温
市
議
会
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伊
東
温
市
の
初
代
議
長
に
就
征
し
た
を
主
眼
と
し
、
「
委
員
会
タ
イ
ル
。

さ

い

さ

ま

ざ

お

で

も

情

報

公

開

を

進

め

、

民

間

企

業

の

厳

し

さ

を

…

佐

伯

正

夫

さ

ん

市

民

に

見

え

る

議

会

に

し

行

政

に

も

求

め

、

「

人

減

川

東
温
市
見
奈
良
た
い
」
と
意
気
込
む
。
ら
し
で
は
な
く
、
徹
底
し
叩

十
八
歳
か
ら
四
十
一
一
一
歳
て
無
駄
を
減
ら
す
べ
き
恥

l
j
E
F
-
-

東
温
市
議
会
で
は
「
旧
問
ま
で
興
道
後
圏
際
観
光
に
だ
」
と
訴
え
る
。
市
長
も
い

刀
儲
岬
糊
関
叫
!
町
の
対
話
と
融
和
を
そ
ッ
勤
務
。
自
他
共
に
認
め
る
公
約
で
役
所
改
革
を
打
ち

4

W
仰
向
市
哨
円
ド
ト
!
に
、
両
地
区
が
一
緒
猛
烈
社
員
で
、
取
締
役
ま
出
し
て
お
り
、
「
両
輪
で
叫

轍
出

hv陥
L
:

に
発
麗
し
て
行
こ
う
」
と
で
上
り
詰
め
た
。
「
我
慢
行
政
の
効
率
化
を
推
し
進
恥

の
姿
勢
が
大
事
と
考
え
は
美
徳
。
と
に
か
く
耐
え
め
だ
い
」
と
話
す
。
そ
の

h

東
温
市
の
新
生
市
議
二
る
。
議
会
運
営
は
活
性
化
て
頑
張
り
通
す
」
の
が
ス
た
め
に
も
「
四
年
後
は
議
岬

ぶ
旬
以
此
お
品
目
対
話
と
融
和
が
大
事
時
羽
詰
訂
ベ
ニ

ウ
仕
し
た
「
密
室
の
話
し
籍
軍
九
一
一
べ
詰
齢
麟
設
一
イ
ペ
ペ
タ

J

暗
礁
一
機
騒
輯
麟
麟
「
趣
味
は
、
多
く
の
人
一

叩
合
い
で
決
め
る
の
で
は
な
宮

~Fγ
麟

欝

艦

購

輔

鱒

盟

主

っ

て

話

を

す

る

こ

と

叫

v

く
、
選
挙
し
よ
う
と
。
(
得
野
iV-J-ぶ
輯
醐
醐
輯
醐
醐
轍
醐
轍
曜
か
な
」
と
寒
つ
。
妻
佐
智
川

…
票
が
匝
倒
的
多
数
で
な
く
醐
醗
麟
醗
酵
膨
勝
醐
轍
刊
糊
雌
醐
輔
麟
騨
欄
醐
輔
醐
騨
購
醐
醐
子
さ
ん
や
且
八
)
と
二
人
事
勺
恥

叩
と
も
)
こ
れ
で
ス
ム
ー
ズ
一
騒
融
調
額
融
麟
は
輔
輯
鱒
麟
鱒
し
で
、
二
人
の
息
子
は
す
…

山
に
行
く
と
思
う
」
と
話
す
。
麟
麟
欄
棚
欝
趨
調
輔
編
趨

a調
轍
醐
醐
醐
醐
鵬
離
で
に
独
立
。
「
四
人
の
孫

J

重
信
町
議
を
四
期
十
六
輔
麟
離
齢
制
い
ん
一
一

Jy瞬
臨
離
職
鞠
麟
購
轄
に
会
う
の
が
一
番
の
楽
し
山

…
年
。
川
内
と
の
合
併
は
議
繍
輔
J
U輔
弼
汁
i
A
U国
艦
購
麟
醐
醐
騨
醐
輔
醐
醐
錨
み
」
と
自
を
細
め
る
。
六
叫

叩
長
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。
義
弘
当
方
》
爵
瀦
狩
誠
一
寸
-
j
は
場
議
鱒
覇
掴
翻
輯
覇
謹
瞳
聾
盟
十
一
歳
。

6 

愛媛新聞



「こんにちは!知事ですjを普聴して

日月13日〈土〕東握市中央公民館iこ書きいて開纏された「こんにち詰 i知事

ですjを接離しての感想を述べてみたいと盟、います。

テーマは、助け合い・支え合いの『愛と dむのネットワーク』づくり

《農民による崩せ合い@支え合いの活動の輪巷E広げよう》

県民一人ひとりが「闘っているところに教いの子を差し紳べようj という

:気持ちを持って、主体的で自立的立助け合い@支え合いの活動を行い、その

活動の韓をどんどん法げます。そして、子供からお年寄与まで一人ひとりが

生活に生きがいを感じ、安心して暮らすことができるよう註ふるさとの愛麓

を実現するための活動を「愛と必のネットワークjづくりと呼んでいますB

(当日賢料より)

加戸知事から、 20分握疫の説暁がありました0，その内容として誌(私のメ

モよ事〉本金て巻頭時lこ接寄せず各地方で何とか出来ないのだろうか。

キサーピスを住民間士的心のつ立がりで出来立いだろうかむ

本市障子持合鮮によ号きめ翻か註サーピスが出来註くなって来た訴を

住民間士でささえられないだろうか。

*事立金と保離に頼ら註くても住民間士で輔とかな品ないだろうか日

傘ボランティア誌、きっかサとチャンスさえあれ認誰にでもでき、

その喜tJを毎れ語、少子高齢化を受ぜて支えあえるので誌註いか

等…抜け落ちているところも多々あるとは患いますが、結晶、関車交付金が

錨り、韓親もままならない昨今、県の融政も大変誌ので、政府や県iこばかり

頼らず住員鯖土で出来ること詰鋤':t合って下さいって事なのでしょうか。皆

さんiまどう患われますか?

ボランティアに関してめ構報として、県はインターネット蒋期の[撃をま襲ボ

ランティアネットj を樹新し、県と金子持磁I村iこボランティア輯議室票日を開設

農民の助け合いを握進するとの新豊富記事ありましたので、参考費軒として器

付しておきます。(この20分程度の謡の中に加戸語鍾と言って誌失礼かも知

れませんが、 「妻のミチコj という言葉が縄関出てきたことか。噂では聞い

ていましたが…〕



この後、意見交換に入ったのですが、県民と県政について対話する場にし

ては、とてもお粗末な場だったように感じたのは、私だけだったのでしょう

か。当然、事前に参加される人は決まっていたと思います。傍聴人からの意

見は出せない約束なのですから。県に言うべき事も何点かはあったのですが、

各自治体に言うべき事、ご近所で話すべき事、参加者全員に話してもらいた

いという趣旨は理解できるのですが、知事では答え切れない内容も見越して

県犠員を同行させてたのに、もったいない感じがしました。三位一体改革に

よる「義務教育費削誠案jについてどう考えられているのか、子供達の将来

・日本の未来を思うと、人事では済まされない重大なことが、ひたひたと忍

び寄ってきている今、こう言った事も話し合われるものと思い参加したので

すが、実り無き時間だった事をご報告致します。

i
J
 

るめ
精

進
氏

伎町山
閣
事

円
知

全
内

保
釦

林
東

木
林加

戸
守
行
知
事
が
県
内
各
一
乗
り
出
し
て
い
る
。
今
回
の

地
で
、
県
民
と
県
政
に
つ
い
エ
嵐
で
は
、
土
石
流
が
あ
っ

て
直
接
対
話
す
る
「
こ
ん
に
一
た
場
所
に
は
放
置
林
の
と
こ

ち
は
/
知
事
で
す
」
が
十
三
一
ろ
も
あ
り
、
懸
念
し
て
い
る
」

一
日
、
東
温
市
の
市
中
央
公
民
一
と
述
べ
た
。

一
一
館
で
あ
っ
た
。
東
温
市
と
伊
一
ま
た
、
東
温
市
の
建
設
業

一
予
郡
砥
部
町
と
広
田
村
の
農
一
者
が
業
界
の
厳
し
い
現
状
を

ニ
業
や
建
設
、
商
工
関
係
者
ら
一
説
明
。
知
事
は
、
県
公
共
事

ニ
十
八
人
が
参
加
、
約
八
十
人
一
業
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

一
一
が
梼
聴
し
た
。

F

F

一
て
「
県
単
独
事
業
は
大
幅
減

ニ
砥
部
町
の
女
性
が
鵜
林
保
一
少
し
て
お
り
、
今
後
は
人
件

一
金
の
考
え
方
に
つ
い
r品
質
一
費
の
カ
ッ
ト
を
す
る
ほ
ど
県

一
一
問
。
知
事
は
「
県
同
肱
川
、
一
財
政
は
厳
し
い
。
道
路
以
外

重
信
川
、
蒼
社
川
の
各
流
揖
一
の
公
共
事
業
の
麗
望
は
明
る

の
間
伐
を
強
力
に
進
め
て
い
一
く
な
い
」
と
の
考
え
を
示
し

る
ほ
か
、
愛
媛
の
森
林
窓
一
た
。
字
回
ヴ

り

)

基

金

が

放

置

林

蓮

哲

川

市

紘

8 

M A 

』ついて知事と住民が意見受換
した「こんにちは/知事Fです」





低
の
「
レ
ベ
ル
1
未
満
足
一
正
ち
出
し
て
お
り
、
今
後
、
一

割
合
が
日
本
は
全
体
の
7
・
一
文
糾
省
も
対
策
に
躍
起
と
な
一

4
%で、

O
E
C
D平
均
の
一
説

m
p
g
d州
当

6
・
7
笠
宝
田
っ
た
。
一
リ
教
育
一
室
進
め
て
き
た
が
、
一

数
学
的
応
用
力
も
五
百
一
三
ゆ
と
り
路
線
と
決
別
す
る
と
一

十
四
点
で
二
十
三
点
低
下
。
「
J
i
!ト

i

一
こ
ろ
ま
で
行
く
か
も
し
れ
な

制
学
的
応
用
力
は
五
百
四
十

λ
。

査

幹

灯

時

凶

器

凶

一

長

野

町

民

間

一

」

点
だ
っ
た
。
一
学
ん
だ
こ
と
を
実
生
活
に
生

出
ー
開
時
間

hJih釘
紅
白
刊
誌
時
四
灯
台
ザ
一
富
山
荘
一
盛
時
蝦
輩
出
一

意
見
)
で
、
臼
本
の
高
校
一
年
生
は
、
実
施
四
言
位
、
っ
ち
読
解
力
が
前
一
各
諒
謀
諮
問
軒
刀
一

u
q
f月
惜
的
(
閉
口
内

4
1問
問
粧
品
減
叡

γ
一

子
園
、
回
一
会
一

0
0
0事
曹

の

A
位
か
ら
十
四
位
に
、
撃
的
応
用
力
主
一
は
前
回
と
同
じ
二
十
八
闘
を
一
る
」
と
み
な
し
て
い
制
。
観
の
下
で
学
ん
だ
世
代
で
、
一

筆
-
繁
一
空
ハ
祉
に
下
が
っ
た
こ
と
が
七
日
、
分
か
っ
た
。
読
解
力
の
縛
点
は
一
量
、
日
本
は
四
百
九
十
八
一
各
分
野
の
一
位
は
霊
力
デ
ー
タ
は
定
者
度
を
検
証
す
一

1
J
参
加
一
留
の
ま
~
前
回
か
ら
の
低
下
一
隔
が
最
も
大
き
か
っ
た
。
一
点
で
前
回
か
ら
二
十
四
点
低
一
と
宮
学
的
密
実
が
フ
ィ
ン
る
一
格
好
の
素
材
に
な
る
。
ゅ
一

r
L、

(
3
・
7
菌
に
関
連
記
事
)
一
下
。

O
E
C
D平
均
と
間
程
一
ラ
ン
ド
で
そ
れ
ぞ
れ
五
百
瓦
官
接
通
訳
陸
一

一
度
中
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
一
十
三
点
と
五
百
四
十
八
点

l
i
-
-
!
i
-
|

掛
学
的
応
用
力
は
前
回
と
一
読
解
力
低
下
の
原
因
は
一
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成
す
る
な
一
襲
撃
が
前
四
よ
り
5
一
数
学
的
応
用
意
番
轄
の
五
も
み
え
議
案
目
立
つ
中

間
じ
二
位
で
、
今
回
初
調
査
一
「
読
書
量
や
テ
レ
ビ
視
聴
時
一
一
ど
の
対
策
に
乗
り
出
す
。
一
四
日
以
上
高
い
問
題
も
式
問
あ
一
百
五
十
点
、
情
題
解
決
能
力
で
、
一
度
立
ち
止
ま
立
問
題

の
量
一
解
決
能
力
は
四
位
。
一
問
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
浸
亘
書
、
加
盟
関
中
心
に
一

υ、
受
験
者
差
ハ
段
協
の
得
一
は
韓
菌
で
五
百
五
十
点
三
豪
雪
好
機
だ
。

文
部
翠
省
は
「
日
本
の
一
透
吾
一
言
語
環
境
の
影
響
も
一
四
十
一
章
・
地
域
の
計
約
一
点
ラ
ン
ク
に
分
げ
る
と
、
最
古
。
日
本
の
子
ど
も
は
記
述
式

雲

は

国

際

的

主

主

一

衰

え

ら

れ

る

」

と

露

。

今

一

二

十

七

万

六

千

人

薬

害

一

一

や

難

度

の

高

い

問

題

を

あ

き

が
語
上
位
と
は
一
蓄
え
な
い
よ
後
詳
細
に
分
析
す
る
が
、
事
一
実
施
。
実
施
撃
を
満
た
さ
一
ゆ
と
り
腕
時
総
決
麗
欝
一
誌
詩
碑
尋
問
舵

と

世

界

ト

ッ

プ

レ

ベ

ル

か

ら

一

態

を

重

視

し

、

載

の

読

書

推

一

な

か

っ

た

英

留

は

集

計

か

ら

一

一

一

一

-

一

題

解

決

能

力

が

四

位

と

上

位

の
撃
を
認
め
た
。
一
塁
間
む
「
読
解
力
向
上
プ
一
外
し
た
。
星
は
国
公
私
立
一
試
劃
)
O
E
C
D謂
一
議
題
が
浮
上
し
た
こ
と
に
一
だ
っ
た
。
雇
用
が
重
J

の

富
士
一
粧
の
一
塁
一
年
生
一
角

J
2立
な

る

。

一

は

ず

な

の

に

意

外

」

と

み

る

約
四
千
七
百
人
が
受
け
た
。
一
時
閥
解
力
や
数
学
的
応
用
宗
一
文
部
撃
省
謹
閥
解
力
を
可
さ
も
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

P
I
S
Aは
、
単
な
る
知
一
特
段
監
接
的
令
官
六
一
一
諮
問
れ
紅
ぷ
一
重
か
ら
の
検
証
が
必
要
だ

識
や
記
憶
力
量
う
の
で
は
互
警
の
震
と
な
る
読
解
一
j
の
一
高
校
詐
り
に
は
「
主
ろ
う
。

な
く
実
生
活
で
ど
う
生
か
せ
一
力
の
落
選
み
と
い
長
た
言
下
が
る
一
さ
と
揮
劉

-

4

4

1

一
に
受
け
悲
墨
一
宗
多
い
n

一

O
E
C
D蓄
量
逮
度
調
一
数
学
的
応
用
力
、
耕
輩
出
ゆ
一

o
g
pの
き
官
産
品
別
に
-

蜜

(
P
A
I
S
A
)

義
務
教
一
用
力
の
3
分
野
で
実
施
し
、
一
高
槙
の
受
験
鵠
護
が
あ
る
の
一

育
修
了
段
階
の
日
歳
の
一
生
徒
一
今
回
は
新
た
に
問
題
解
決
能
一
は
日
本
や
韓
国
な
ど
わ
ず
か
一

が
、
実
住
活
で
直
面
す
る
課
一
力
が
加
わ
っ
た
。
多
校
選
択
一
と
い
う
事
情
も
、
有
利
な
点
-

題
に
知
識
や
技
能
を
ど
の
程
一
式
か
記
述
武
の
問
題
で
構
成
一
と
し
て
割
り
引
く
必
要
が
あ
一

度
活
用
勺
き
る
か
を
評
価
す
一
す
る
。
今
回
の
読
解
力
の
全
↑
る
c

る
テ
ス
ト
9
2
0
0
0年
に
一
盟
関
は
、
次
回
の
部
年
調
査
一
中
山
或
彬
文
科
格
は
「
世

最
初
の
調
査
を
し
、
今
回
が
一
で
も
使
用
す
る
と
し
て
内
容
一
界
一
の
学
力
」
ヂ
話
指
し
、

2
回
目
。
∞
年
は
読
解
力
、
一
を
公
表
し
て
い
な
い
。
一
子
ど
も
同
士
の
競
争
強
化
を

第，2童E)4王手L平成16年Jl2湾 88 本陸日擢罰

論出
刀
A
V

響ff長擬童書を

、事

位

学

1
位

品

-;('j 



園彊種苗 (2)

力
低
下
は
今
や
現
実
に
な
っ
た
。
こ

の
ま
ま
で
い
い
わ
け
は
な
い
。

文
部
糾
学
省
は
す
で
に
「
脱
ゆ
と

り
教
育
」
へ
軌
道
修
正
を
始
め
た
。

た
だ
、
修
正
は
必
要
だ
が
、
詰
め
込

み
教
育
に
戻
る
の
は
間
違
い
だ
。
重

要
な
の
は
多
く
の
子
ど
も
が
理
解
で

き
る
授
業
で
あ
る
。
過
剰
な
内
容
を

性
急
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、
基
礎

基
本
を
時
間
を
か
け
て
教
え
る
。
そ

れ
が
遠
回
り
の
よ
う
で
も
一
番
学
力

向
上
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

受
験
の
た
め
の
勉
強
で
は
な
く
、

社
会
に
出
て
役
に
立
つ
勉
強
。
学
ぶ

に
備
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。
そ
う
な
れ

ば
子
ど
も
た
ち
は
学
習
に
興
味
を
持

ち
始
め
、
理
解
も
進
む
に
違
い
な
い
。

教
育
の
在
り
方
を
根
本
か
ら
見
直
す

べ
き
と
き
だ
。

2004年(平成16年)1 2月8B 水曜日

原
点
で
あ
る
。
今
回
の
結
果
g

F

子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
を
図
書
館
で
は
さ
ま
ざ
ま
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
読

の
若
者
の
学
力
低
下
を
象
徴
レ
一
日
過
ご
す
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
曹
の
習
慣
づ
け
を
急
が
な
け
れ
ば
大

る
よ
う
に
思
え
る
。
一
一
方
、
日
本
の
状
況
は
悲
惨
だ
。
変
な
こ
と
に
な
る
。
強
制
し
て
読
書

原
因
は
伺
か
0
4

続
解
力
で
ま
た
も
前
回
調
査
の
デ
l
タ
だ
が
、
図
書
館
嫌
い
に
し
て
は
元
も
子
も
な
い
が
、

一
位
と
な
り
バ
い
制
学
的
百
期
刀
で
も
で
月
一
回
以
上
本
を
借
り
る
生
徒
の
そ
う
な
ら
な
い
範
囲
で
工
夫
を
し
た

ト
ッ
プ
ー
に
な
っ
た
フ
ィ
、
“
接
影
ヤ
と
割
合
は
、
日
本
は
四
弱
で
平
均
の
お
い
。
テ
レ
ビ
や
ゲ
l
ム
も
時
間
を
限

比
べ
る
と
違
い
が
見
え
て
く
る
。
%
を
下
回
る
。
「
趣
味
の
読
書
」
を
る
な
ど
節
度
を
も
ち
た
い
。

z
-

ヘ
ザ
イ
ン
ラ
ン
ド
は
マ
教
員
の
大
半
し
な
い
割
合
も
、
日
本
は
回
帰
で
平
読
書
の
量
と
質
の
低
下
は
予
ど
も

読
解
力
の
低
下
は
何
を
意
味
す
る

日
本
の
高
校
一
年
生
の
学
力
は
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
か
ら
脱
落
。
そ
ん

な
衝
撃
的
な
事
実
が
、
昨
年
行
わ
れ

た
経
済
協
力
開
発
機
構
(
O
E
C
D
)

の
「
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
」
で
J

明

ら

か

に

な

っ

た

。

れ

調
査
は
単
に
知
識
や
記
憶
力
を
問

う
の
で
は
な
く
、
実
生
活
で
ど
う
生

か
せ
る
か
を
評
価
す
る
。
そ
う
b
た耐

力
の
差
は
将
来
、
社
会
の
活
轟
蓬

と
な
っ
て
表
れ
る
。
そ
れ
だ
総
肘
枕

さ
れ
た
結
果
は
深
刻
だ
。

特
に
心
配
な
の
は
四
分
野
の
う
ち

「
読
解
力
」
で
、
日
本
は
前
回
耐
一

O'

O
O年
調
査
の
八
位
か
ら
十
四
位
に

滑
り
落
ち
た
。
得
点
の
低
下
幅
は
参

加
国
の
中
で
最
大
だ
っ
た
。

テ
キ
ス
ト
峯
嗣
み
解
き
、
自
分
で

考
え
る
。
読
解
力
は
ま
さ
に
学
習
の

「一一τ己...調査 l

均
の
剖
%
を
大
幅
に
上
回
る
。

前
回
調
査
時
の
読
書
傾
向
調
査
で

も
、
日
本
の
一
生
徒
は
漫
画
や
雑
誌
な

ど
短
い
文
章
を
読
む
割
合
は
最
も
高

い
の
に
、
小
説
な
ど
畏
く
複
雑
な
文

章
を
読
む
生
徒
の
割
合
は
最
低
と
い

う
結
果
が
出
て
い
る
。

塾
や
習
い
事
で
忙
し
い
な
ど
理
由

た
ち
の
余
裕
の
無
さ
の
表
れ
で
も
あ

る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
「
ゆ
と
り
教

育
」
は
見
直
す
ベ
、
き
だ
ろ
う
。
学
校

は
週
五
日
に
な
り
、
授
業
の
時
間
や

内
容
が
削
減
さ
れ
た
が
、
駆
け
足
の

授
業
に
な
っ
た
り
、
塾
通
い
が
増
え

「
逆
に
ゆ
と
り
が
無
く
な
っ
た
」
と

い
う
不
満
は
多
い
。
心
配
さ
れ
た
学

が
修
士
課
程
修
了
者
マ
ク
ラ
ス
の
人

数
が
少
芯
い
マ
生
徒
が
よ
く
本
を
読

む
ー
な
ど
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
単
純
比
較
は
難
し
い
に
せ
よ
、

な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
。

注
目
す
べ
き
は
読
書
だ
。
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
は
日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
の
よ
う

に
各
地
に
小
さ
い
図
書
館
が
あ
り
、



一
同一

円

時

間

に

次

ぐ

二

・

0
時
間
だ
一
十
点
滅
の
五
百
四
十
二
一
点
だ
一
数
は
竹
海
で
前
田
と
同
じ
。

来

っ

た

。

↑

っ

た

。

一

理

糾

は

初

弱

か

ら

村

山

%

に

な

小
田
(
第
四
学
年
)
の
調
一
前
回
と
同
じ
間
購
の
平
均
一
っ
た
。

探

査

は

二

十

五

ガ

国

地

域

の

一

正

答

率

は

、

中

ニ

は

数

学

が

↑

小

四

、

中

二

の

問

料

自

も

鏡

味

し

取

肝

日

訪

日

一

切

れ

切

れ

い

将

一

ト

詑

む

ゴ

ィ

引

ド

日

一

時

盟

詰

討

す

一

そ

れ

!

?

ウ

ン

。

小

田

f
l惜
し

た

一

は

で

は

四

十

六

カ

国

・

地

域

の

一

一

「

子

ど

も

に

も

っ

と

勉

強

さ

自

一

約

二

十

二

万

五

千

人

が

参

加

一

過

剰

な

一

語

や

め

て

一

せ

ろ

」

と

ヒ

ス

テ

リ

ッ

ク

に

一
象
。
高
校
一
年
生
の
読
解
力
一
し
、
日
本
ー
か
ら
は
百
四
十
三
竹
内
洋
・
京
大
教
撞
(
教
一
皮
一
ゆ
す
る
の
は
や
め
て
ほ
し

一
な
ど
の
低
下
が
明
ら
か
に
な
一
校
約
四
千
九
百
人
。
ノ
一
育
社
会
学
)
の
語
学
力
低
一
ぃ
。
一
九
七
0
年
代
に
受
験

年

一

一

一

下

の

傾

向

が

は

っ

き

り

と

出

一

競

争

が

過

熱

し

た

と

き

に

は

市

一

っ

E
I
S
Aに
続
き
ぷ
一
参
加
国
の
平
均
が
五
百
点
↑
て
い
る
が
、
少
子
佑
で
受
験
言
が
一
様
に
勉
強
す
る
こ

成

一

中

学

生

の

基

礎

学

力

低

下

も

一

に

な

る

よ

う

こ

算

出

し

、

日

一

競

争

が

緩

和

し

た

こ

と

や

一

一

一

l

一
1

3

、
、
ー
で
と
を
強
い
ら
れ
た
。
成
績
が

恥

↑

一

一

dU2YMfア
一
日
目
肝
心
日
開
時
間
官
町
一
ト
龍
一
耕
一
生
日
刊
誌
持
者

同
一
平
均
点
も
前
回
と
比
較
す
一
数
・
理
糾
で
ダ
ウ
ン
し
た
。

(
O
E
C
D
)
の
学
力
調
査
一
レ
ピ
。
ビ
デ
オ
の
平

F
L聴
一
斜
は
二
点
増
の
五
百
五
十
二
一
体
的
に
子
ど
も
が
勉
強
し
な
一
い
」
と
悲
観
し
た
り
し
て
い

{
一
る
と
、
中
二
理
料
の
微
増
以
一
実
生
活
へ
の
応
用
力
を
重

(
P
I
S
A
)
に
対
し
、

T
一
時
間
が
二
@
七
時
間
と
最
長
一
点
。
小
田
は
算
数
が
二
点
減
一
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
一
た
。
そ
ん
な
状
況
に
後
戻
り

叡
学
と
小
田
の
算
一
視
し
た
経
済
協
力
開
発
機
構

i
M
S
Sは
基
礎
知
識
が
対
一
で
、
小
四
も
米
国
の
ニ
・
二
の
五
百
六
十
五
点
、
理
料
は
↑
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
ず
る
の
は
ど
う
か

i
官
」

A
F調
査

時
吋
菌
根:
 

時
「
臨
画

国
際
教
育
到
達
度
評
価
学
会
(
I
E
A、
本
部
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
)
が
昨
年
実
施
し
、

十
五
日
付
で
公
表
し
た
国
醸
数
学
・
理
料
教
膏
動
向
調
査

(
T
I
M
S
S
)
で
、
日
本

の
中
学
二
年
の
数
学
は
前
回
(
一
九
九
九
年
調
査
)
と
同
じ
五
位
、
理
糾
は
四
位
か
ら

六
位
に
低
下
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
小
四
の
算
数
は
前
回
(
九
五
年
)
と
同
じ
三
位
、

理
棋
は
二
位
か
ら
一
一
一
位
に
下
が
っ
た
。



抽リ時イワ凡議明

ゴミ問題l士、多くの地域がかかえる頭痛の種ですコ家電リサイクノレ

法が制定されてから、私の住む地域では、大型ゴミ恒!収前Eに、テレ

ピ@クーラー@冷蔵庫が捨てられる様になりました。ゴミ置き場にj主

意書きをしても、捨てられた家電に引き取り勧告を貼っても効果なし

です。この法案が論議されていた項、私達主掃の間で;立、“家電を買う

ときにリサイクノレ料を支払う様にしないと、ポイ捨てが増えるよね。円

という会話がとびかっていました。しかし、政治の場では違う意見が

多数を占めたのか、決定されたのは、不要になった家電を処理する時

に、リサイクノレ科を支払うというものでした。私は政治に関わる人達

の生活感覚を疑ったものでした。お陰で家電;士山や}11に捨てられ、地

域のゴミ置き場にもこっそり捨てられる様になったのでしたコ私:立」

日でも早く家電リサイクノレ法が改定される事を望んでいます。

これに加えて、来年lFからは、白動車Yサイクノレ法がスタートで

すG 家電と違い購入時にリサイクル料を支払うことになっています。

2年前から廃車時の“ブロン処理費用円支払いは義務づけられていま

したが、来年からはシュレッダーダストとエアパックの処理費用も購

入者負担になるのです。シュレッダーダストとは、廃車からエンジン e

タイヤ等主要部品を取り外し、車体をシュレッダーマシンで砕いて、

鉄・非鉄金属を田市、した後に残る樹脂。ゴム eガラスなどのことですコ

自動車リサイクル法によって、放置車両が減り、向然環境を汚染する

シュレッダーダストの有効利用が進むと期待されています。リサイク

ル料金は個々の車によって異なるので、各自動車メーカーi士、リサイ

クノレ性の高い車の開発に力を入れているそうです。 しかし、私;士、家

電でも車でも、リサ/子クノレ料金を購入者が負担するという事に疑問を

持っています。 リサイクノレには、製品を作る保)Jと使う側双方に負担す

る義務があると考えているからです。今後、家電品も車もリサイクノレ

性の高いものに改良されていくでしょう。 一年間隔で製造年毎のリサ

イクル処理費用の必要経費を一台ごとに換算して清報公開してもらい

1 3 



たいものです。なぜなら、リサイクノレ料が購入者負担となっている今

は、私達が支払っている料金は適正なものかどうかを知る権利ば私達

にあろからですc リサイクノレの処理過程はパソコンを使ったり業者に

問い合わせれば知ることができるのに、リサイクノレ料使途過程につい

ては知る手段がありません。これでは法案決定した側の情報公開責任

が足りなlし三ど患いません方冶?

以下は、自動車リサイクノレj去について、 JAF月刊誌にあった Q&A

一"、円ト
¥1  0 

Q:リサイクル料金はいつ払うの?料金は?

A: 1月以降に新車を購入する場合、購入時に支払う。

すで、に車を持っている人;土、来年 1月以降、最初の車検時に支払う。

車検が来る前に廃車する場合、ヲ!取業者に支払う。

いずれも引き換えに、リサイクル券を受け取り、鹿車時まで保管す

るc

料金は、乗用車が 1 万~ 1755千円くらい。

尚、古い車でエアパックがない車でも、シュレッダーダスト処理費

はかかる O しかし、新しい車より料金は安くなるはずだっ主要な車

種の場合、メーカーのホームベージで、調べられる G

Q:中古車として売る場合、リサイクル料金は戻ってくるの?

A: !JサJ クル料を支払っている車を中古車として売る場合、リサイク

ノレ券も次の所有者に援す。その際、車売買代金に含めて次の所有者

から受け取る。

(R' D) 
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五十崎トシポ観察告l己番喜朗して

メ
8 ・4
れれ

なかなか実行できないジャコウアゲハの保護に、何か参考になるか

と思って五十崎町のトンボ観察会に行ってきました。場所は五十崎町堂

ヶ谷「トンボの里j。住宅地から山に向かうあたりの谷筋に、池と休耕

回を利用して作られたピオトープです。

11月13日(土)午前10時"-'11時半まで、公民館の上向さんの指導で、

地元の昆虫少年5人と一緒にトンボを追し、かけました。長靴をはいて縞

をもった子ども達が草の中を走りまわる姿は、何かほっとするような、

絵になる景色でした。残念ながら中年を超えた私は絵になりません。お

ばさん{中間がほしい。

講師は高知県の「トンボと自然を考える会Jめ杉村さんでした。杉村

さんはトンボに魅せられて、トンボにはまりきって、もうトンボと一体

化しているとしか思えないよろな感じの方です。マツタク、歩く「トン

ボ図鑑」でした。

もう秋も終わりで、大型のトンボは見えませんでしたが、やや小型のき

れいなものが10種類ほどいましたじ一子ども達は、普通種のトンボはもう

ほとんど、知ってしまっているのか、捕まえてもしばらく観察すると逃が

していました。珍しい議や環境の指標になる種を見つけようとしていた

ようです。ちょっと気になるトンボを見つけると、上岡さんや杉村さん

に見せていました。私はどれも知らないので、終始「センセ、これ何?J

を繰り返していました。トンボの♂♀の違いや、種類による住みかの違

い、若い個体の特徴など、なかなか面白い話を聞くことができました。

毎年こんなふうにして、トンボ観察会や植物観察会、ネイチャーゲーム

等を開くそうです。

運営は「トンボの会J0 水利組合や公民館、学校、地域それぞれの関

係者と、ボランティア活動をしている人達で結成された団体です。何よ

りも印象に残ったのは、町の教育委員会がリーダとして積極的に参加し

ていることと、目的が環境調査であるということでした。上岡さんは「自

分達の生活環境を守る、つまり安全な水を守り安全な米を食べる為には、
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環境調査は当たり前でしょう Jと言われました。トンボは幼虫時代を水

中で過ごします。きれいな水でしか住めないトンボの数をかぞえること

は、私達の飲む水の安全の度合いをかぞえることです。まさに Fトンボ

は水の見張り番Jでした。

でも、この当たり前の活動がなかなか実行されないのです。活動を続

けてこられたコツを聞くと、 「いろんな市民活動のグループがたくさん

あると思いますが、ひとつにまかせないことです。ネットワークを作っ

て、それぞれが個性を持ちつつ対等に多方面から情報交換しながら、活

動を進めていくことです。この方法で、茨城の霞ヶ浦で、やはり環境保護

を目的としたNPO団体がすばらしい成果をあげています。私はまだまだ

ですが、やりたいことはいっぱいあります。 j と言われました。

私も自分の住んでし1るこの土地の昆虫や植物を、もっと知りたいと思

っていますから、五十崎のしっかりした組織と運営が羨ましくなりまし

た。

外に出てみれば、実際に行動している人に出会えます。行政の違いも

分かります。 f可も出来ないとあきらめていましたが、杉村さんに「一人

の情熱から、ですよJと言われました3 で、もやはりー人じゃ出来ません。

皆さん、チ方ラをかして、知恵をかしてください。
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醸0)(奇襲

宏、が庭の異変に気付いたのは、 5月の終わり頃だったでしょうか?

毎日花がらを摘み、大切に育てていたお陰で、花壇からあふれるよ

うに詑を咲かせていたパンジーが、一斉に急にしおれたようになって

しまったのです。「そろそろ植え替えの時期かな ?J と思いながら、根

元の方を良く見ると、黒い体の真ん中に赤い線、その両側に赤と黒の

突起を持つ、イ可ともグロテスクな芋虫がムシャムシャと花も葉もお構

いなしに食べているのを発見しましたc 悔しくて、私はこの「害虫」

を集めては、パンジーの代わりに草を餌にするようにと、近くの草む

らに量きに行っていました。

そんなある目、ふと、もしかしてとの虫は何かの蝶の幼虫かも知れ

ないと思し、付き、本捕の「蝶のくる庭Jをめくってみると、それはな

んとツマグロヒョウモンの幼虫でした。そしてヒョウモン類の食草は

スミレと書いてありました。恥ずかしいことに丸紅はこの陪まで、幼

虫にはそれぞれ特別な好みの食草があることを全く知りませんでした。

それからのパンジーは食欲庇盛な幼虫に食べられ、どんどん哀れな

姿となっていきましたっそして、 7月初め¢午後、庭にヒョヴモンの

蝶々がひらひらと飛んでいるのを初めて見ました。 うちの!立で生まれ

た蝶が、懐かしい庭に帰って来て遊んでし¥るように、私には思えまし

た。蝶になっているなら、どこかにさなぎがあるに違いない。パンジ

ーの回りを探してみると、あちました ν 近くの植木鉢に金色のピーズ

を5個ずつ 2列に並べた飾りをつけたさなぎです。一つ見つけると、

近くの塀や植木の葉の下側に何個も見つけることができました。羽化

の準備か、もぞもぞしているさなぎもいます。そのピーズ部分を虫眼

鏡で良く見ると、観察している自分が反射して映るほど輝いています。

どうやって、こんな金属の様な物質を作ることができる¢でしょう

か?家族にh見せようと、空き屋になったさなぎを家に持ち帰り置い
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ていたのですが、数日すると、輝きは消え、ただの黒い斑点となって

しまいましたc

それから、しばらくして、庭の隅の木陰に植えていたルーというハ

ーブに、ちょっとユーモラスな顔をした少し大きめの青虫がいること

に気付きました。また、調べてみるとナミアゲハの幼虫でした。食草

はミカン科植物と書いてあります。でも、ノレーの葉は観葉植物のアジ

アンタムの様な繊細な感じで、ミカンの葉とは似ても似つきません。

虫も間違えることがあるのかもしれないと患い調べてみたのですが、

なんとルーはやはりミカン科植物でした。どうやって、沢山の植物の

中から自分の好みの食草を見つけるのか本当に不思議です。

暑い夏でしたが、庭にはハグロヒョウモン、ナミアゲ、ハはもちろん、

他にも数種類の蝶が毎日遊びに来ていました。うちの狭い庭でも蝶が

育つことができたと思うとうれしくなり、蝶が好むというブッドレア

なども植えてみました。

1 0月頃、 NHKの「趣味の園芸j を見ていたら、「パンジーに虫が

ついて困るがどうしたらいいでしょう ?J という質問を紹介していま

した。ツマグロヒョウモンの幼虫と、成虫となった蝶を瓶に入れてス

タジオに持ってきていた園芸家の答えは、「できるだけ幼虫の小さいう

ちに薬剤で殺しましょう。大きくなると、殺しにくくなります。j と言

うものでした。園芸家という立場上、仕方のない答えでしたが、せめ

て何人かはあの瓶の中の蝶を見て、パンジーの方をあきらめてくれた

らいいなと思いました。

人間の身勝手で、動植物は次第に生息場所を狭められ、絶滅していく

種類がどんどん増えています。未来の子供達も色々な生き物を身近に

みられるような自然を少しでも多く残しておきたいものです。「蝶のく

る庭」はそのための知恵の詰まった素晴らしい本だと改めて思いまし

(K . T) 
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男性を子育てを!

時の経つのははやいもので，との前出産したと患っていたのに，もう 1年

が過ぎてしまった。初めての子どもの世話に夢中になっていたためか，本当

にあっという間だった。

けれども，この 1年は，これまでの人生の中で最もいろいろと考えさせら

れた期間だ、ったかもしれない。出産や育児のあり方について，子どもという

生きものについて，親という立場について，毎日が新たな後悔と発見の連続

で，肉体的にも精神的にもへとへとになりながらも楽しいという妙な時間だ

った。

子どもを通して社会を見たのも初めての経験で，これもまた今まで気づか

なかったたくさんのことが見えてきた。子どもをもっ前の私は，子どもとい

うのは親や地域の大人の姿を真似て，大人たちの周りであれこれ言われなが

ら育つものだと患っていた。ところが現代では，子どもたちの周りにいる大

人は母親か祖父母，保育施設の職員が主で，父親や地域の大人たちは関わる

機会が少ないようだ。家族単位に分断されるか，子どもと大人で分けられる

か，どちらかのような気がする。

自分の子どもの育つ環境を考えたとき，もっと多様な人間関係、のある場所

が望ましいのだが，探すのは難しいようだ。

ととろで，私の故郷である群馬県太田市で来年1月 1日から面白い取り組

みが始められる。男性職員に対し，子どもが生後 1年に達する日までの間に

連続1週間の育児有給休暇を計6回取るように義務づけるというのだ。男女

共同参画が言われて久しいが，現実にはまだ，男性は仕事，育児は女性と考

える人が多く，男性が育児休暇を取りたくても職場での理解を得にくかった

ために導入することにしたという O

市には通常の育児休業制度もあり，男女とも子どもの生後3年間申請でき

る。ただし，こちらは無給のうえ昇級やボーナスの査定に影響するという。

そのため，新たな男女差別だとの指摘もあるが，市は「まずは男性が育児に

取り組む環境づ、くりが必要」と説明している今

このニュースを開き，女性は気の毒だなと思う一方で，イ可かが変わるとい

いなと私は感じた。子連れで街を歩いていると，男性の， しかも健常者の視

点でつくられたとしか思えないものがたくさん見つかる。授乳室やオムツ交

換台にしても，そう感じることがあるのだから，他のことはなおさらだ。子

どもに過剰なサーピスをするととはないと思うが，最低限必要な配慮はして

ほしい。育児経験のある男性が増えれば，このような暮らしにくさが少しず

つなくなってゆくのではないだろうか。

とはいえ，私の周りにいる母親たちの話を開いていると，平日はもちろん

休みの日でも育児に参加しないとしづ父親は多いようだ。子どもができたら

妻が子どもにかかりきりになり，夫婦の会話が減ったという話も聞く。もし

かしたら，太田市の取り組みも男性に休みを与えるだけということになりか

ねなしゅミもね。 (T.S) 
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雛感

暖冬が伝えられ、蒼社川の桜はちらほらと花をつけ、近所の庭では

ランタナが満開です。 12月に入って発生した台風 27号はフィリピン

に大きな被害を与え、温帯低気圧になった後も関東地方では最大瞬間

風速40mを越え、翌日には夏日を記録した所さえあった様です。愛媛

も大荒れでした。本当に変なお天気です。

今年は各地で自然災害が相次ぎ、我家も台風 23号の際は蒼社川の水

位が上り自主避難する様連絡が入り驚かされましたが、裏の道路が冠

水した程度で済みました。

中越地震では神戸の時の様な都市とは又違う被害の有様が日々伝え

られ、これから迎える豪雪の季節を思うと胸が痛みます。そんな時“多

く報道される所にばかり義援金や支援物資が集まり、他の被災地は忘

れられる"というコメントを耳にしました。いまだにすべで手書きに

頼るアナログ人間の私は例外ですが、今は多くの人がパソコンを使い

こなしている時代です。義援金や支援物資は受け付ける時は届け先を

特定せず、被害の情況や程度に応じて配分発送できないものなのでし

ょうか。民間の宅配業者には困難でも今はまだ完全民営化していない

郵政公社には可能なととだと思うのですが・ o

しかし公的機関は案外デ、ジタル化が進んで、いない様に感じる機会が

多いのは事実です。例えば、戸籍に関する書類の取り寄せは多くの場

合、本籍地の役所に直接出向くか、先ず電話で料金を尋ね、郵政公社

発行の金券を多めに郵送する様指示され、後日書類と余分の金券が郵

送で届き、その金券はほとんどの場合、送ったものより古いものが届

く為、大急ぎで期限内に郵便局で現金化しなければならないというこ

とは何度も経験しました。又、様々な手続きで役所を訪れた時、総合

案内で教えてくれた窓口が違っているとともよくあるととです。よう

やく目的の窓口にたどりついても、対応してくれる人によって指示が

違うことも少なくありません。間違った指示によって、間違った手続

きをとった結果、ペナルティを科せられるのは素人である私達です。
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専門家であるべき職員の誤りは“何かの勘違いでしょう"でおしま

いです。せめて役所内をオンラインイヒし、すべての職員が同じレベル

の情報を共有できる様になって欲しいものです。

今年の国会は政治家と金銭の問題で終始し年金問題もイラク特措法

も充分な審議がなされないまま閉会してしまいました。そんな中 12月

14日のイラクへの自衛隊派遣期限の直前に政府は大野防衛庁長官を、

与党は各々の幹事長をサマワに数時間派遣し、想定通りとも思える“派

遣延長に問題なじ'との報告を受けた様です。

アメリカでは第 2次ブッシュ体制からは穏健派とされる人達の退陣

が次々と伝えられ、強硬派として知られる“ブッシュ家の家庭教師"

ライス女史が国務長官に任命される様です。とれだけ世界中で異常気

象としか思えない情況が続いてもアメリカは今後とも京都議定書に賛

同するつもりはないことを宣言しました。

愛媛県下でも合併する市町村がふえ、とうとう、なつかしい重信町

の名前も無くなってしまいました。合併に伴い様々な現場のスタップ

が統合のもとで減らされていると聞きます。特に福祉関係のスタッフ

の減少は、計算とでは今まで通りのサービスが提供できることにはな

っているのでしょうけれど、自分のことを他人の手を借りなくては生

活が成立しない立場の人にとって、顔なじみのスタッフがいなくなる

だけでも、心を閉ざしたり、しなくても良い遠慮をしてしまう人がふ

えるのではないかとても心配です。身近な自治体は小さくきめ細かく、

大きな枠をとりはらって 1Tを駆使して効率をはかつていただきたい

ものです。生活の場である自治体は鹿の通ったぬくもりと、やさしさ

で成り立つもので、あって欲しいと切望します。

愛媛県は財政難を理由に知事公舎等の売却を予定している様です。

数億円での価格が想定されている様ですが、数億円は個人にとっては

天文学的数字ですが県の財源として考えると、焼石に水どころか雫ほ

どの効果も無い様に思えますc 例えば今流行の短期契約の集合住宅に

し災害時には契約更新せず、郎、被害者の仮住いとして提供できる様
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にしておくなど、何かもっと有効活用を探してみて欲しいと思ってし

まいます。

そして何故か愛媛県は日本で初めてのプルサーマル計画を導入する

県になってしまいそうですc 自然は時として人間の予測をはるかに越

える被害をもたらします。人間が考えうる安全は決して絶対的な安全

ではないことを思う時、広島で生まれ育った私には、原発は原爆と同

じ位怖い存在です。

9月の初めに逃走、迷子で、心身共に痛手をおって帰宅した我家の飼

犬、大五郎はすっかり元気になりましたが、逃走経路を学習・記櫨し

てしまった為、最近は朝、庭に出してしばらく遊ばせた後は、夕方家

の中に入れるまでは繋ぐことになりました。おばあさん識のリリは二

階に上る時途中で、休憩が必要になってきました。各々に時を重ねてい

る様です。

北朝鮮との間にはもちろんのこと、中国との間にも懸案を抱えての

越年です。来年はどんな年になるのでしょう。今年の様に哀しむ人の

多い年にならない様、祈るばかりです。

来年、リリは 17才、大五郎は 2才になります。我家は相変らず、犬、

猫にふりまわされる日々になりそうです。そして遂に私は2005年版の

現代用語辞典を購入しました。国語辞典だ、けで、は報道についていけな

くなった為で、すが、との厚さと重さに閉口しています。

どうぞ皆様、佳いお年を!!

(K.OJ 
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ラ

誌

は

消

防

庁

H
P
な
ど
参
考
に
長
諸

に

、

新

潟

の

;

:

逃

げ

遅

れ

る

原

し
て
い
る
」
人
は
、
一
九
国
に
も
。

U
Vカ
ッ
ト
や
結

九
五
年
の
お
・

5
M
m
か
ら
露
訪
止
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
張

二
O
O二
年
に
は

m・
6
%
る
と
震
災
対
策
に
も
な
る
。

に
減
り
、
心
も
と
な
い
状
況
消
防
庁
の
サ
イ
ト
「

e
ー

だ

。

，

カ

レ

ッ

ジ

」

で

は

、

災

害

の

消
防
庁
や
各
国
治
体
な
ど
基
礎
知
識
や
備
え
、
い
ざ
と

は
、
ホ
!
ム
ペ

i
ジ
(
H
P
)

い
う
時
に
役
立
つ
情
報
が
学

や
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
非
常
ベ
る
。
「
大
地
震
を
3
日
間

持
ち
出
し
品
リ
ス
ト
を
掲
載
生
き
延
び
る
/
」
の
コ
!
ナ

し
、
「
わ
が
家
の
防
災
対
策
」
ー
で
は
、
状
祝
の
変
化
に
柔

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
軟
に
対
応
す
る
方
法
を
ア
ニ

神
戸
市
消
防
局
の
H
Pに
〆

l
シ
ョ
ン
や
ク
イ
ズ
な
ど

あ
る
「
震
災
時
の
サ
パ
イ
パ
で
解
説
。
大
地
震
の
リ
ア
ル

ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
。
こ
こ
で
な
イ
メ
ー
ジ
を
家
族
で
身
に

は
、
大
一
農
災
後
に
被
災
者
か
付
け
る
に
は
愚
適
だ
。

叶
J
J

4
t
a
 

尺
ド
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F

ι
4
f
n
-
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夕
、
，
k

d

m
w門
口

「

A
N
Jも

新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
大
災

害
発
生
直
後
か
ら
支
援
体
制
が
整
う
ま
で
は
、
自
力
で
家
族
を
守
ら
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
期
間
が
生
じ
る
。
緊
急
時
に
備
え
、
家
庭
で
準
掃
す
べ
き
こ
と
は
何
か
。

要事口 0食料(3臼分)

書盟 組一一一一一一口0救急用品

ち巳金重豊三立一一一一一一一一一一一
出旦笠壁中電灯(予備電池もh豆主笠三一
し口 0マνチまたはラ玉虫二7一一一一一一一
品口。衣類履物(スリνパなど)
チ口0タオル、ちり紙、ウエνトティνシュ
エ口 0防寒着、雨異

ツ早盟主筆主主lま軍手
クロ0現金・通帳

リ且笠皇註証笠健康保険証のコピー
スロ0筆記用具

ト口 0薬の処方せんのコピ-
a 口0ミルク・おむつ
昼口 0生理用品

:ilii:oO使い捨てカイロ
J口()卓上こんろ・固形燃料
重口()ホイνスjレ(救助を求める時に使用)

i手口仁家族の写真(はぐれた時の確認用)

し!口り10円玉(公衆電話用)

Z・両手を自由にできるリュックなどに入れ、
完 自のつきやすい場所に

第・全体の重さの蹴男性的肌女性が10キロ
)・現金や費量品1:盗難に注意

ま τγ治、?り長身さ N'まヨ韓e龍し Tご浅う

決回例容の お知らぜ

200S年 1日2UB(日)12: 00"" 輔宅
鎗告及び新年告を行ないま可。(一品持ち寄リ}

¥1 えらむの撃習会では、髄臆念演を纂議むてmます宮

活動会員 2，000円/年 購読会員 1，000円/年

振込先口座番号(郵便局) くらしの学習会 01610・5-21026

問合せ先 TEL/FAX 089-964・6956

E-mail:kt・hayashi@nifty.com
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a齢、" j 


